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研究成果の概要（和文）：本研究課題では、高齢期の認知機能に関連する要因のひとつである生活環境要因のなかでも
余暇活動に注目した。余暇活動を、活動の量や有無といった単一の側面からとらえるのではなく、余暇活動が認知的、
身体的、社会的な要素から構成されていると考え、個人がそれぞれの要素をどの程度必要とした活動を行っているのか
を評価できる指標を作成した。さらにこの指標から算出した値をもとに、どの要素が認知機能に関連しているのかを検
討した。その結果、認知的要素が認知機能の高さと関連していた。今後、指標の精査とともに他の要素と認知機能との
関連の検討を深める。

研究成果の概要（英文）：Leisure activities constitute a large part of postretirement lives. They have 
significant implications for physical health, mental health and cognitive function in older age. Engaging 
in stimulating leisure activities is suggested to prevent cognitive decline and dementia. This study 
examines whether and how each component combines to affect multiple domains of cognitive function.

研究分野：高齢者心理学
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１．研究開始当初の背景 
高齢期において、認知機能は、日常生活の
様々な判断や行為を遂行するために欠かせ
ない能力であり(権藤・石岡, 2011)、認知機能
の維持や低下に関連する要因を明らかにす
ることは急務だといえる。認知機能の個人差
を拡大させる要因は多岐にわたっているが、
なかでも生活環境要因への注目が高まって
いる。生活環境要因とは幼少期の教育歴や成
人期の職歴や家事、高齢期の余暇活動がある
が（Bielak, 2010; Hertzog et al., 2008）。 
高齢期は、定年退職や子どもの独立などか
ら社会的環境が変化し、それに伴ってライフ
スタイルや生活習慣にも変化が生じること
の多い時期である。高齢期において、ライフ
スタイルの変化によって、日々の生活のなか
で重要な位置を占めることになるのが、仕事
や家事以外の余暇活動である。健康寿命の延
伸に伴って高齢期は余暇時間が増大するた
め、その目的には楽しみだけではなく、健康
づくりや地域貢献、社会参加といった側面を
持つようになっている（厚生労働省, 2003）。
近年では、余暇活動が認知機能の低下や認知
症予防に効果があるという報告が増えてお
り（Verghese, 2003）、このような背景から、
各自治体においても高齢者の認知機能の低
下の抑制や維持をターゲットとしたプログ
ラムが積極的に実施されるようになってい
る。 
これまで余暇活動の効果は認知機能への
影響の面から検討されてきた。例えば
Chiristensenら（1996）は、余暇活動を全体
の活動性の量として得点化し、活動性の得点
が低いと認知機能が低く、高年齢ほどその関
連が強かったことを報告している。Hertzog
ら（2008）のレビュー論文では、余暇活動の
認知機能への効果が縦断的にもみられるこ
とが指摘されている。また、認知機能に対す
る余暇活動の影響は、認知的活動と認知機能
とが関連することに加えて、運動習慣の程度
と認知機能との関係（Albert et al., 1995; 
Geda et al., 2010）や、ソーシャルサポート
の量やソーシャルネットワークの大きさと
認知機能との関係（Holtzman et al., 2004）、
認知症の発症との関係（Fratiglioni et al., 
2000）が報告されれている。このように、余
暇活動は認知的側面、身体的側面、社会的側
面と関わりのある活動であり、これらが複合
的に認知機能と関連していることが報告さ
れている（Bielak, 2009）。 
ただし、余暇活動を定量的に評価すること
は難しいという問題があり、これまでの研究
で は 、 余 暇 活 動 を 全 体 の 活 動 の 量
（Chiristensen et al., 1996）や参加の有無
（伊藤ら, 2003）といった単一の側面からと
らえられることが多かった。しかし、余暇活
動にはさまざまな種類やタイプがあり、その
活動の種類によって認知機能への効果は異
なることが考えられる。例えば、Jopp & 
Hertzog（2010）は、余暇活動として 82 の

日常的な活動をとりあげ、その活動頻度に基
づき因子分析を行っている。その結果、余暇
活動には①身体的活動（アウトドア、レクリ
エーション）、②修理・組み立て、③ゲーム、
④テレビ鑑賞、⑤個人的な社会活動、⑥公的
な社会活動、⑦宗教活動、⑧学習活動、⑨趣
味活動、⑩テクノロジーの利用、⑪旅行の 11
側面があることを見出している。また、テク
ノロジーの利用や学習活動の実施が認知機
能の低下を抑制することを報告している
（Jopp & Hertzog, 2007）。このことは、余
暇活動の認知機能への影響を考える際に、活
動を個別に考える必要があることを示唆す
るものであろう。 
また、余暇活動を個別に考える場合、例え
ば、同じ身体活動に分類されるものであって
も、活動の種類によって異なる負荷がかかっ
ていると予想される。したがって、活動ごと
にどのような要素を含むのかをみる必要が
あると考えられる。Karpら（2006）は、29
の代表的な余暇活動に“認知的活動”“身体
的活動”“社会的活動”の要素がそれぞれど
の程度含まれているのか「0＝なし、1＝低い、
2＝中程度、3＝高い」で評価した。さらにそ
れらの得点を用いて個人の要素ごとの得点
を算出し、6 年後の認知症の発症との関連を
検討している。その結果、ここの余暇活動の
実施の有無で比較するよりも、実施していた
余暇活動の 3要素の得点のほうが認知症の発
症の予測力が高かったことを報告している。 
余暇活動の実施には、個人の認知的、身体
的、社会的なリソースに負荷がかかる。例え
ば、将棋は、対戦を行っているときには相手
の出方を読んだり、過去の手を思い出したり
するための認知的要素、対戦の際には対人交
流のための社会的要素が必要となるが、あま
り身体を動かすことはないので身体的要素
は低いといえる。社交ダンスでは、身体を動
かすための身体的要素、サークルやパートナ
ーとの関わりのための社会的要素、ステップ
などを覚えるための認知的要素を必要とす
る。さらに言えば、それぞれの要素はある/
なしではなく、活動によってそれぞれ異なる
程度で必要となると考えられる。 
このことから、高齢期に余暇活動の効果を
検討する際には、余暇活動のとらえ方を、実
施の有無や頻度だけではなく、活動に含まれ
る要素とその程度といった視点を取り入れ
ることが必要なのではないだろうか。 
 
２．研究の目的 
そこで、本研究課題では、第 1の目的とし
て、高齢者の余暇活動を構成する要素を
Mental（認知的要素）、Physical（身体を動
かす）、Social（人と交流する）とし、高齢者
を対象とした聞き取り調査により、個々の活
動が持つ要素の得点を指標としてまとめる
こと設定した。 
さらに、第 2の目的として、個人が行う余
暇活動の情報を収集したうえで、余暇活動の



どのような要素が認知機能と関連するのか
を検討することとした。 
 
３．研究の方法 
（１）余暇活動の定量的評価指標の作成 
①参加者 
参加者は、東京都と兵庫県のそれぞれ都市
部と非都市部の計 4か所に在住する地域高齢
者で、包括的健康調査(Gondo, et al., 2013)
への参加者とした。2013 年に実施した調査
の参加者の中から、余暇活動の実施数が 1週
間に 6種類以上と比較的多かった者に、個別
の聞き取り調査の依頼を行った。聞き取り調
査の参加者は、72歳から 74歳の 8名（男性
4名、女性 4名）であった。 
 
②材料と手続き 
余暇活動を評価する指標を作成するにあ
たり、2010 年に実施した調査において得ら
れた日常に行っている余暇活動の自由記述
を整理した。自由記述で得られた活動 4570
項目から、余暇活動以外の活動（例えば、仕
事、家事、通院）を除外した 4412 項目を採
用した。これらを、類似する活動のまとまり
を作り、最終的に高齢者が行う余暇活動を
103種類とした。 
この 103項目について、余暇活動の定量的
評価を可能とする得点を付与した。余暇活動
の評価をする要素は、Karp et al.（2006）を
参考に、Mental（頭を働かせる＝認知的要素）、
Physical（身体を動かす＝身体的要素）、
Social（人と交流する＝社会的要素）とし、
個々の活動が 3要素をどの程度必要とするか
について得点を付与することとした。得点の
基準は、0点（まったく必要としない）、1点
（少し必要）、2 点（まあ必要）、3 点（とて
も必要）の 4件法で設定した。 
高齢者への聞き取り調査では、この条件に
基づき個々の活動に要すると考えられる 3要
素の程度について回答を求めた。調査の際に
は、余暇活動の順序の影響を考慮するために、
順番が異なる調査票を 4種類用意しカウンタ
ーバランスをとった。 
次に、作成した余暇活動評価指標の評価基
準に信頼性があるかを検討するために、心理
学・老年学を専門とする研究者 2名と大学院
生 1名もそれぞれ独立して活動を評価し、そ
の後、高齢者と研究者が付与した得点につい
て協議を行った。 

 
（２）余暇活動の実施と認知機能との関連の
検討 
①参加者 
参加者は、東京都と兵庫県のそれぞれ都市
部と非都市部の計 4か所に在住する地域高齢
者とした。余暇活動の実施と認知機能との関
連の検討の際には、2010年に実施した 69歳
から71歳の1000人を対象として行った調査
データを用いた。地域別の参加者数は、東京
都都市部では 239名 (参加率 22.2%)、非都市

部では 268名 (参加率 24.9%)、兵庫県都市部
では 250 名 (参加率 25.0%)、非都市部では
243名 (参加率 21.0%)であり、合計 1000名 
(平均参加率 23.2%)であった。ここでは、調
査参加者 1000 名のうち、無回答、認知課題
の実施の失敗など各項目のいずれかに不備
のあった 39名を除いた 961人(男性 459名、
女性 502 名)の回答を最終的な分析対象とし
た。 
 
②手続き 
調査は、地域高齢者を対象とした包括的健
康調査のなかで行った。事前に余暇活動の情
報を収集し、加えて、会場にて認知課題とし
て MoCA-J（日本語版 Montreal Cognitive 
Assessment）を実施した。 
 
４．研究成果 
（１）余暇活動の定量的評価指標の作成 
余暇活動の定量的評価指標は、高齢者への
聞き取り調査で得られた得点と研究者らの
協議による得点を照合して確定した。個々の
活動の得点の確定には、研究者らが、高齢者
と研究者が付与した得点に乖離がないか、あ
ればどのように修正すべきかを協議した。こ
れにより、103項目の活動すべてに 0から 3
点での得点を付与した。 
確定した評価指標の測定制度を確認する
ために、高齢者と研究者らの得点間の級内相
関係数とクロンバックのα係数を算出した。
その結果、級内相関係数は、Mentalが r=.78、
Physicalが r=.94、Socialが r=.87であり、
強い相関がみられた。α係数は、Mental が
α=.88、Physicalがα=.96、Socialがα=.92
であり、高い内的整合性が示された。これは、
Karp et al.（2006）で示されている信頼性係
数と同程度であり、一定の信頼性を備えてい
るものと判断できた。 
ただし、高齢者の余暇活動は多岐にわたっ
ており、項目数が多いことが検討課題となっ
た。 

 
（２）余暇活動の実施と認知機能との関連の
検討 
（１）で作成した評価指標に基づき、余暇
活動のどのような要素が認知機能と関連す
るのかを検討した。 
分析にあたっては、各活動にわりあてた評
定値から、各人が持つそれぞれの要素の得点
を算出し、認知課題の得点への影響を検討し
た。まず、相関係数では、Mental、Social、
Physicalの合計得点は、認知課題との間に有
意な正の相関が示された。また、3 要素間の
相関係数は、Mental と Physical の間では
r=.74、Mental と Social の間では r=.70、
PhysicalとSocialの間では r=.64の中程度か
ら強い相関がみられた。 
続いて、余暇活動の 3要素がどの程度認知
機能に関連しているかを検証するために、余
暇活動の要素ごとの合計得点を説明変数、認



知課題の総合得点を従属変数とした階層的
重回帰分析を行った。ステップ 1で性別、教
育年数、国語と算数の成績、身体的健康、精
神的健康を、ステップ 2で余暇活動の要素ご
との合計得点を投入した。その結果、関連要
因の影響とは独立して、余暇活動の 3要素の
うち、Mental（β=.15, p<.01）に正の関連が
示された(Table 16)。すなわち、Mentalの要
素を含む活動の実施が多い程、認知機能の成
績が高かった。モデルの適合度の指標となる
調整済み R2は.24（p<.001）であった。また、
変数間の多重共線性は確認されなかった。 
以上の結果から、関連要因を統制したうえ
でも、Mental の要素を含む活動の実施が多
い高齢者は認知機能が高いことがわかった。
Mental の要素に含まれる記憶や思考といっ
た頭を働かせる認知的な活動が関連してい
ることが考えられる。 
残念ながら、Physicalや Socialの側面の関
連がみられなかった。先行研究では身体的活
動や社会的交流が認知機能に関連すること
が指摘されているので、指標の精査を含めて
今後の課題である。 
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